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このたび、平成28年9月に承認事項一部変更承認申請をしておりました弊社上記製品の 

「効能・効果」及び「用法・用量」追加が平成28年12月21日付にて、下記の内容で承認されましたので、 

お知らせ申し上げます。 
 

【改訂内容】 

改訂後（下線部追加） 改訂前 

【効能・効果】 

虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発

抑制 

経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される下記の虚血

性心疾患 

 急性冠症候群（不安定狭心症、非ST上昇心筋梗塞、 

ST上昇心筋梗塞） 

安定狭心症、陳旧性心筋梗塞 

末梢動脈疾患における血栓・塞栓形成の抑制 

 

 

【用法・用量】 

虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発

抑制の場合 

通常、成人には、クロピドグレルとして75mgを1日1回

経口投与するが、年齢、体重、症状によりクロピドグ

レルとして50mgを1日1回経口投与する。 

経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される虚血性心疾

患の場合 

通常、成人には、投与開始日にクロピドグレルとして

300mgを1日1回経口投与し、その後、維持量として1日

1回75mgを経口投与する。 

末梢動脈疾患における血栓・塞栓形成の抑制の場合 

通常、成人には、クロピドグレルとして75mgを1日1回

経口投与する。 

【効能・効果】 

虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発

抑制 

経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される下記の虚血

性心疾患 

急性冠症候群（不安定狭心症、非ST上昇心筋梗塞、

ST上昇心筋梗塞） 

安定狭心症、陳旧性心筋梗塞 

 

 

 

【用法・用量】 

虚血性脳血管障害（心原性脳塞栓症を除く）後の再発

抑制の場合 

通常、成人には、クロピドグレルとして75mgを1日1

回経口投与するが、年齢、体重、症状によりクロピド

グレルとして50mgを1日1回経口投与する。 

経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される虚血性心疾

患の場合 

通常、成人には、投与開始日にクロピドグレルとして

300mgを1日1回経口投与し、その後、維持量として1

日1回75mgを経口投与する。 

 


